
JFA レフェリーセレクション参加報告書 

中国サッカー協会２級審判員 

近藤琢哉 

1. 概要 

目 的：国際主審を見据えた早期プロモーション 

会 場：日本体育大学健志台キャンパス 

日 程：6月 13 日 14 日 

参加者：審判員６名（関東４名、関西１名、中国１名） 

審判マネージャー：東城氏、上川氏、手代木氏、マイク氏 

AT：堀口氏（事前研修）神山氏（13 日のみ） 

審判委員長：扇屋氏 

2. 日程 

6/13                             6/14 

 

   

 

 

 

3. 活動内容 

フィジカルチェック 

⑴ 40m スプリント 

5,12 ②5,16 ③5,23 ④5,24 ⑤5,28 ⑥5,24  

平均 5,22 

⑵ インターバル走（75m（15s）-25m（15s））４０本 

完走 

 ゲーム（主審１本副審２本（両日とも）） 

4. 振り返り 

講義①「ポジショニングと動き」（東城氏） 

正しい判定のためには、「ポジションと動き」について考える必要がある。 

具体的には、ペナルティエリア付近で落ちついた状態で見れる工夫をし、プレート

の距離感を 15m を目安にポジションを取る。 

講義②「command presence」（上川氏） 

「審判員として自分自身をどう表現するか」 

コントロールされた方法で事態を収拾を図る。 

具体的に意識する点 

① 誰からも見えるように 

フィジカルチェック 

講義①東城氏 

ゲーム（計６本） 

講義②上川氏 

ゲーム（６本） 

講義③ 

閉講式 



② 誰からも聞こえるように 

③ 統率しているように見せる 

④ 選手に対して試合への理解と共感を示す。 

主審として存在感を高めるために、落ち着かせるために少し時間をかけ、事態の収

拾を図る。 

講義③「トップレフェリーに求めていること 

＋研修を通しての振り返り」（マイク氏） 

トップレフェリーに求められていることとして、 

高いフィットネスレベル、試合中の洞察力が求められている。 

「最初はできなくても、少しずつ一歩一歩成長していく」 

そのためには、「Development Mindset」を持ち行動することが大切。 

ゲーム振り返り（主審のみ） 

6/13（６本目） 

ゲームを通して全体を俯瞰して捉えることができた。特に小さいファールの見極め

がゲームを通して継続してできた。また、試合を通して、予測を多用してポジショ

ニングを取ることができたのも、小さいファールを見逃さなかった要因だと考え

る。 

6/14（１本目） 

前日の講義で学んだ、「判定時に 15m の距離にいる」という点を意識した。結果自

分自身の中で常に 15m いようとしすぎた結果最終局面で離されてしまうことがあっ

た。だからこそ適切な距離を意識しながら、取り組みたい。 

 

5. 最後に 

今回 JFA セレクションに推薦していただきありがとうございました。今回の研修を

自信の成長に繋げ、審判員として成長できるよう努力して参ります。 

 


